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(57)【要約】
【課題】プレゼンテーション中に発生するイベントを記
録するソフトウェアを起動し忘れるという問題を解決し
、プレゼンテーションのイベントを特定する作業を効率
的に行うことのできるプレゼンテーション記録システム
を提供する。
【解決手段】外部表示装置３を接続した端末装置１及び
プレゼンテーションの映像・音声を取得する撮影装置４
を備えるサーバ２から構成されるシステムにおいて、端
末装置１は、プレゼンテーション資料に基づいてプレゼ
ンテーションを実施してプレゼンテーション中のイベン
トを自動的に記録してサーバ２に転送し、サーバ２は、
プレゼンテーションのスケジュール情報を管理するとと
もに、スケジュール情報に基づいて、プレゼンテーショ
ン中の映像及び音声を自動的に撮影装置で記録し、プレ
ゼンテーション中のイベント、映像及び音声と、プレゼ
ンテーション資料と、を関連付けるようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部表示装置を接続してプレゼンテーションを実施する端末装置及びプレゼンテーショ
ンの映像・音声を取得する撮影装置を備えるサーバから構成されるプレゼンテーション記
録システムにおいて、
　前記端末装置は、プレゼンテーション資料に基づいてプレゼンテーションを実施するた
めのプレゼンテーション実施手段と、
　前記プレゼンテーション中のイベントを、該イベントが発生した日時とともにイベント
情報として自動的に記録するイベント記録手段と、
　記録された前記イベント情報及び前記プレゼンテーション資料を前記サーバに転送する
データ転送手段と、を備え、
　前記サーバは、プレゼンテーションのスケジュール情報を管理するスケジュール管理手
段と、
　前記スケジュール情報に基づいて、プレゼンテーション中の映像及び音声を自動的に記
録するように前記撮影装置を制御する映像・音声記録手段と、
　前記スケジュール情報と、前記端末装置から転送された前記プレゼンテーション中のイ
ベント及び前記プレゼンテーション資料、及び前記映像及び音声の関連付けを行う関連付
け手段と、
を備えたことを特徴とするプレゼンテーション記録システム。
【請求項２】
　前記イベント記録手段は、前記プレゼンテーション実施手段による所定の動作の開始ま
たは前記端末装置への前記外部表示装置の接続に基づいてプレゼンテーションの開始を検
知する手段を備え、
　プレゼンテーションの開始を検知した場合、検知したプレゼンテーション中の前記イベ
ント情報を記録することを特徴とする請求項１に記載のプレゼンテーション記録システム
。
【請求項３】
　前記スケジュール情報は、少なくとも、プレゼンテーションの実施予定者名と、開始予
定日時と、終了予定日時と、を含み、
　前記イベント記録手段は、
　前記端末装置を使用する操作者名を取得する手段と、
　前記スケジュール管理手段からスケジュール情報を取得する手段と、を備え、
　取得した各スケジュール情報に含まれる実施予定者及び前記操作者名が一致し、かつ前
記イベントが発生した日時が前記スケジュール情報に含まれる開始予定日時及び終了予定
日時の間にある場合に、イベント情報を記録することを特徴とする請求項１又は２に記載
のプレゼンテーション記録システム。
【請求項４】
　前記スケジュール情報は、プレゼンテーションの記録経過状態をさらに含み、
　前記映像・音声記録手段は、
　前記スケジュール管理手段からスケジュール情報を取得する手段と、
　現在日時を取得する日時取得手段と、備え、
　取得された現在日時が、取得された各スケジュール情報に含まれる前記開始予定日時及
び終了予定日時の間である場合、前記記録経過状態に基づいて、前記撮像手段によるプレ
ゼンテーションの映像・音声の記録を開始又は停止するかを判断することを特徴とする請
求項１乃至３の何れか１項に記載のプレゼンテーション記録システム。
【請求項５】
　前記関連付け手段は、
　前記端末装置を使用する操作者名を前記端末装置から取得する手段と、
　前記スケジュール管理手段からスケジュール情報を取得する手段と、を備え、
　取得した各スケジュール情報に含まれるプレゼンテーションの実施予定者名と、前記端
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末装置から取得した操作者名が一致し、かつ前記端末装置から取得した前記スケジュール
情報に含まれる日時が、前記スケジュール情報に含まれる前記開始予定日時及び終了予定
日時の間にある場合に、関連づけを行うことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項記
載のプレゼンテーション記録システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータによるプレゼンテーション中に発生するイベントを記録するシ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、プレゼンテーションの資料およびプレゼンテーション中のイベントと発表者
の映像や音声を関連づけて収録し、プレゼンテーション後に繰り返し視聴可能にすること
が行なわれてきた。特に、プレゼンテーション中に行なわれる個々のイベントを検出する
方法や、収録したプレゼンテーションを再現するためのコンテンツの仕組みといったこと
を中心に工夫がなされてきた。
　例えば、特許文献１には、プレゼンテーション中の音声、画像データにマウスカーソル
の軌跡、ページ捲りの情報といったイベント情報、をタイムコードに関連づけてプレゼン
テーションファイルを作成する技術が開示されている。
　しかし、従来の技術では、どのような場合にイベントを記録するのかといったことは考
慮されていない。すなわち、プレゼンテーション中の操作の失敗を避けるため、また、プ
レゼンテーションに用いる特殊なソフトウェアやハードウェアが必要な場合、発表者自身
が普段から用いているコンピュータを用いることが望ましいが、この場合、実際のプレゼ
ンテーション中においてのみイベントの記録が必要であり、練習中のプレゼンテーション
のイベントの記録は不必要である。
　これに対して、本番のプレゼンテーション開始時にプレゼンテーションのイベントを記
録するソフトウェアを発表者自身が起動するのであれば、発表者はソフトウェアを起動し
忘れるかもしれないという問題があった。
　逆に、起動のし忘れを防止するために、常時プレゼンテーションのイベント記録ソフト
ウェアが起動するのでは、不必要なプレゼンテーションのイベントが記録されてしまい、
配布、公開等する際には、必要なプレゼンテーションのイベントを特定する作業が必要と
なる。
【特許文献１】特開２００３－５８９０１公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　以上のような問題に鑑み、本発明は、プレゼンテーションの開始時に、プレゼンテーシ
ョン中に発生するイベントを記録するイベント記録ソフトウェアを起動し忘れるという問
題を解決し、必要なプレゼンテーションのイベントを特定する作業を効率的に行うことの
できるプレゼンテーション記録システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記のような課題を解決するために、請求項１の発明は、外部表示装置を接続してプレ
ゼンテーションを実施する端末装置及びプレゼンテーションの映像・音声を取得する撮影
装置を備えるサーバから構成されるプレゼンテーション記録システムにおいて、前記端末
装置は、プレゼンテーション資料に基づいてプレゼンテーションを実施するためのプレゼ
ンテーション実施手段と、前記プレゼンテーション中のイベントを記録するイベント記録
手段と、を備え、前記サーバは、プレゼンテーションのスケジュール情報を管理するスケ
ジュール管理手段と、前記スケジュール情報に基づいて、プレゼンテーション中の映像及
び音声を記録するように前記撮影装置を制御する映像・音声記録手段と、前記スケジュー
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ル情報に基づいて、前記プレゼンテーション中のイベント、前記映像及び音声、及び前記
プレゼンテーション資料を関連付ける関連付け手段と、を備えたことを特徴とする。
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１のプレゼンテーション記録システムにおいて
、前記イベント記録手段は、前記プレゼンテーション実施手段による所定の動作の開始ま
たは前記端末装置への前記外部表示装置の接続に基づいてプレゼンテーションの開始を検
知する手段を備え、プレゼンテーションの開始を検知した場合、検知したプレゼンテーシ
ョン中のイベントを、該イベントが発生した日時とともに記録することを特徴とする。
【０００５】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載のプレゼンテーション記録シス
テムにおいて、前記スケジュール情報は、少なくとも、プレゼンテーションの実施予定者
名と、開始予定日時と、終了予定日時と、を含み、前記イベント記録手段は、前記端末装
置を使用する操作者名を取得する手段と、日時を取得する手段と、前記スケジュール管理
手段からスケジュール情報を取得する手段と、を備え、取得した各スケジュール情報に含
まれる実施予定者名及び前記操作者名が一致し、かつ前記日時が前記スケジュール情報に
含まれる開始予定日時及び終了予定日時の間にある場合に、プレゼンテーションのイベン
トを記録することを特徴とする。
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３の何れか１項に記載のプレゼンテーシ
ョン記録システムにおいて、前記スケジュール情報は、プレゼンテーションの記録経過状
態をさらに含み、前記映像・音声記録手段は、日時を取得する手段と、前記スケジュール
管理手段からスケジュール情報を取得する手段と、備え、前記日時が、取得した各スケジ
ュール情報に含まれる前記開始予定日時及び終了予定日時の間である場合、前記記録経過
状態に基づいて、前記撮像手段によるプレゼンテーションの映像・音声の記録を開始又は
停止するかを判断することを特徴とする。
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１乃至４の何れか１項に記載のプレゼンテーシ
ョン記録システムにおいて、前記関連付け手段は、前記端末装置を使用する操作者名を取
得する機能と、日時を取得する手段と、前記スケジュール管理手段からスケジュール情報
を取得する手段と、備え、取得した各スケジュール情報に含まれるプレゼンテーションの
実施予定者名と、前記操作者名が一致し、かつ前記日時が、前記スケジュール情報に含ま
れる前記開始予定日時及び終了予定日時の間にある場合に、前記プレゼンテーションのイ
ベント及び資料と映像・音声をプレゼンテーションのスケジュールと関連づけることを特
徴とする
【発明の効果】
【０００６】
　以上のように構成したので、本発明によれば、サーバで管理するスケジュール情報に基
づいて自動的にイベント、映像・音声を記録して関連づけることで、必要な場合に確実に
プレゼンテーションを記録することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に、図面を参照して、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
　ここでいうプレゼンテーションとは、講演や発表、授業や講義といった類を含むもので
ある。
　図１は、本発明のプレゼンテーション記録システムを構成するハードウェア構成の一例
を示す概略図である。
　図１示すように、本システムは、キーボードやマウスなどプレゼンテーションの実施に
必要なハードウェアを備え、Microsoft PowerPoint（登録商標）等のプレゼンテーション
用アプリケーション（プレゼンテーション実施手段）によってプレゼンテーションを行う
ためのノート型ＰＣ（Personal Computer、以下ＰＣ）１と、ＰＣ１とネットワークを介
して接続されたサーバ２から構成されている。
　ここで、プレゼンテーション用アプリケーションとは、発表会や会議などで使用する資
料を作成・表示するためのアプリケーションソフトウェアであり、スライド形式で資料を
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作成し、発表の際は作成時に設定したスケジュールに沿ってそのスライドを順次表示する
（スライドショー）、といった形式で使用される。
　また、ノートＰＣ１は、プレゼンテーションの内容（スライド）をスクリーン等に表示
するためのプロジェクタ等の外部表示装置３を、外部表示用ケーブルによって接続されて
いる。
　さらに、サーバ２には、発表者の映像や音声を記録するためのビデオカメラ４が接続さ
れている。
【０００８】
　次に、システムを構成するハードウェアの詳細な内部構成を説明する。
　図２は、図１におけるＰＣ１の機能構成を示すブロック図である。
　ＰＣ１は、装置全体の主制御を行うＣＰＵ１０、プレゼンテーション用のアプリケーシ
ョンの画面を表示したり、使用者がＰＣを操作するためのユーザインターフェイスを表示
するための液晶モニタ等の表示装置１１、プレゼンテーション用アプリケーションに対し
て、スライドショーの開始やページ送りの命令を入力するための入力部であるマウス１２
やキーボード１３、プロジェクタ等の外部表示装置３を接続するための外部機器インター
フェイス１４、ネットワークを介してサーバと接続するためのネットワークインターフェ
イス１５を備えている。
　また、前述の、プレゼンテーション用アプリケーション（プレゼンテーション実施手段
：以下、プレゼンテーションソフトウェアとする）１００、プレゼンテーションの実施中
のイベント、例えばスライドショーの開始やページ（スライド）の捲り、アニメーション
の実行といったものを記録するソフトウェア（イベント記録ソフトウェア）１０１を格納
する記録装置としてのハードディスク１６を備えている。
　ハードディスク１６に格納された各ソフトウェアは、ＣＰＵ１２によってそれぞれ実行
され、イベント記録ソフトウェア１０１はイベント情報をイベント情報データベース１０
２に記録・格納する。
【０００９】
　図３は、図１におけるサーバ２の機能構成を示す図である。
　サーバ２は、装置全体の主制御を行うＣＰＵ２０、ビデオカメラ４を接続するためのＵ
ＳＢ（Universal Serial Bus）等の外部機器インターフェイス２１、ネットワークを介し
てＰＣ１と接続するためのネットワークインターフェイス２２を備えている。
　また、ビデオカメラ４を制御してプレゼンテーション映像を記録するための映像記録ソ
フトウェア２００、プレゼンテーションが行われる日時、発表者等のスケジュールを格納
するスケジュール情報をデータベースとして管理するソフトウェア（スケジュール管理ソ
フトウェア）２０１、記録されたプレゼンテーション中のイベントおよびスライド資料と
プレゼンテーションのスケジュール情報を関連づけるソフトウェア（イベント・スケジュ
ール関連づけソフトウェア）２０２を格納する記録装置としてのハードディスク２３を備
えている。
　ハードディスク２３に格納された各ソフトウェアは、ＣＰＵ２０によってそれぞれ実行
される。
　サーバ２で実行されるスケジュール管理ソフトウェア２０１は、プレゼンテーションの
実施予定者名、開始予定日時、終了予定日時、記録状態を含むプレゼンテーションのスケ
ジュール情報の、ＰＣ１からの入力を受け付ける。
【００１０】
　入力されたスケジュール情報は、スケジュール情報データベース２０３で管理され、プ
レゼンテーションを実施するノートＰＣ１から参照できる。
　なお、スケジュール情報データベース２０３で管理されるプレゼンテーションのスケジ
ュール情報は、以下の組み合わせからなる個別スケジュールをリスト構造や配列で表現し
たものである。
　まず、個別スケジュールは、プレゼンテーションの実施予定者名の情報を含む。これは
、後述するように、ノートＰＣ１におけるＯＳ（Microsoft Windows（登録商標）等）の
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アカウントやシステム操作者名を特定する文字列と対応することになる。
　後者の場合は、別途システム操作者名を管理する機構が必要である。
　また、個別スケジュールは、プレゼンテーションの開始予定日時の情報を含む。例えば
２００７／０８／２９　１５：００などと表現される。
　また、プレゼンテーションの終了予定日時の情報を含む。２００７／０８／２９　１６
：００などと表現される。勿論、開始予定日時より後である必要がある。
　また、プレゼンテーションの記録経過状態（ビデオカメラによる映像・音声の記録経過
状態）の情報を含む。これは、映像記録前、映像記録中、映像記録後などである。
　また、サーバ２では、発表者の映像や音声は、ＰＣ１から入力されて、データベース２
０４に記録されたスケジュール情報に基づいてビデオカメラ４などにより記録する。
【００１１】
　以下に、本発明のシステムを構成する各ソフトウェアにおける処理を詳細に説明してい
く。
［イベント記録ソフトウェアにおける処理］
　図４は、イベント記録ソフトウェアの構成を示す図である。
　図４に示すように、ＰＣ１で実行されるイベント記録ソフトウェア１０１は、イベント
記録部１０１ａに加え、プレゼンテーションソフトウェア１００の動作を監視するプレゼ
ンテーションソフトウェア監視部１０１ｂ、ＰＣ１への外部表示装置への接続を監視する
外部表示装置接続監視部１０１ｃ、ＰＣ１の操作者名を取得するシステム操作者名取得部
１０１ｄ、日時を取得する日時取得部１０１ｅ、サーバ２のスケジュール情報データベー
スからプレゼンテーションのスケジュール情報を取得するスケジュール取得部１０１ｆ、
サーバで、映像・音声と関連付けるために記録したイベントとプレゼンテーションのスラ
イド資料をサーバに送信するデータ送信部１０１ｇから構成されている。
　イベント管理ソフトウェアは１０１は、プレゼンテーションの実施を監視する機能を有
している。
　プレゼンテーションの実施の監視は、プレゼンテーションソフトウェア監視部１０１ｂ
でプレゼンテーションソフトウェア１００の動作を監視し、スライドショーが開始された
ことを検知することで可能である。
【００１２】
　また、外部表示装置接続監視部によって、ノートＰＣ１に外部表示用ケーブルを用いて
プロジェクタ３が接続すると、それを自動的に検知し、プロジェクタの接続をもってプレ
ゼンテーションが実施されたと判断してもよい。
　これらの二つの監視機能が有効であり、プレゼンテーションソフトウェア１００におけ
るスライドショーの開始、またはプロジェクタ３の接続のいずれかを検知すると、イベン
ト記録ソフトウェア１０１は、プレゼンテーション中のイベントの記録を開始するか否か
判断して、処理を行う。
　なお、イベント記録ソフトウェア１０１は、プレゼンテーションの開始が検知された場
合、イベントの記録を行うか否かを操作者に指示させるモード、無条件に記録を行うモー
ドを予め設定可能となっている。
　また、イベント記録ソフトウェア１０１が記録するイベント情報の内容は、イベント記
録開始日時と発生したイベントの種類とイベントが発生した日時を記録する。後者は、イ
ベント記録開始日時からの経過時間であってもよい。
【００１３】
　図５は、イベント記録ソフトウェアにおける処理の流れを説明するフローチャートであ
る。
　イベント記録ソフトウェア１０１は、上記したように、ＰＣ１で実行され、プレゼンテ
ーション実施の監視を行っている（Ｓ１００）。
　プレゼンテーションソフトウェア監視部１０１ｂが、プレゼンテーションの開始（スラ
イドショーの開始）を検知しない場合（Ｓ１０１でＮｏ）、外部表示装置接続監視部１０
１ｃがプレゼンテーション外部表示出力（プロジェクタの接続）を監視する（Ｓ１０２）
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。
　スライドショーの開始または外部表示出力が検知され、（Ｓ１０１でＹｅｓ、またはＳ
１０３でＹｅｓ）、操作者自身がプレゼンテーションのイベント記録を開始するか否かの
指示を行なうモードが設定されている場合（Ｓ１０４でＹｅｓ）は、操作者にプレゼンテ
ーションのイベントを記録開始するか否かのダイアログとＹＥＳ、ＮＯのボタンを表示装
置１１に提示する（Ｓ１０５）。
　マウス１２、キーボード１３を用いてボタンを選択させ（Ｓ１０５）、ＹＥＳが選択さ
れれば（Ｓ１０６でＹｅｓ）、イベント記録部１０１ａは、プレゼンテーションのイベン
トの記録を開始する（Ｓ１０９）。
　ＮＯが選択されれば（Ｓ１０６でＮｏ）、Ｓ１００に戻って監視処理を繰り返し行う。
【００１４】
　もし、操作者がイベント記録を開始するか否かの指示を行なうモードが設定されていな
ければ、次の処理を行なう（Ｓ１０４でＮｏ）。すなわち、もし、無条件にプレゼンテー
ションのイベントを記録開始するモードが設定されていれば（Ｓ１０７でＹｅｓ）、プレ
ゼンテーションのイベントの記録を開始する（Ｓ１０９）。
　もし、操作者に指示されるモードも、無条件にイベントを記録開始するモードも設定さ
れていなければ（Ｓ１０７でＮｏ）、後述するようなプレゼンテーションのイベントを記
録開始するか否かの自動判定処理を行なう（Ｓ１０８）。
　もし、判定結果がＹＥＳであれば（Ｓ１０８でＹｅｓ）、プレゼンテーションのイベン
トを記録開始する（Ｓ１０９）。判定結果がＮＯであれば（Ｓ１０８でＮｏ）、Ｓ１００
に戻って監視処理を繰り返し行なう。
　このように、プレゼンテーションの実施（スライドショーの開始）あるいはプレゼンテ
ーションの外部表示装置への出力（外部装置の接続）をきっかけとして、プレゼンテーシ
ョン中のイベントを記録開始するかをシステム操作者に問い合わせるか、あるいは無条件
に記録開始するか、あるいは自動的に判定するものとし、プレゼンテーション中のイベン
トを日時に相当する情報と共に記録することにより、プレゼンテーションのイベントを確
実に、忘れることなく記録することができる。
【００１５】
　図６は、操作者にプレゼンテーションのイベントを記録開始するか否かを選択させるダ
イアログを示す図である。
　次に、図５の処理において、操作者に指示されるモードも、無条件にイベントを記録開
始するモードもイベント記録ソフトウェア１０１に設定されておらず、イベントの記録を
開始するか否かを自動的に判断する場合のイベント記録ソフトウェアの処理について説明
する。
　イベント記録ソフトウェア１０１は、上述したシステム操作者名取得部１０１ｄによっ
てシステム操作者名（発表者名）の情報を取得し、日時取得部１０１ｅによって判断時点
の日時を取得して、サーバ２のスケジュール情報データベースに予め記録されたスケジュ
ール情報に含まれる個別のスケジュールに含まれる情報と、取得されたシステム操作者名
と日時を比較することによりプレゼンテーションのイベントを記録開始することを自動的
に判定する。
【００１６】
　図７は、イベントを記録開始することを自動的に判定する際のイベント記録ソフトウェ
アにおける処理の流れを示すフローチャートである。
　まず、イベント記録ソフトウェア１０１は、システム操作者名取得部１０１ｄによって
ＰＣ１を使用する操作者名を取得する（Ｓ２００）。
　これは、例えばＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）ＯＳにログインしているアカウントを取得
しても良いし、イベント記録ソフトウェア自体にシステム操作者名を特定する文字列を設
定できるようにし、それを取得するようにしてもよい。
　次に、日時取得部１０１ｅにより判断時点での日時を取得する（Ｓ２０１）。
　次に、スケジュール取得部１０１ｆが、サーバ２のスケジュール情報データベースから
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個別スケジュールを一つずつ取得する。
　未取得の個別スケジュールがある場合は（Ｓ２０３でＹｅｓ）、スケジュール情報から
未取得の個別スケジュールを取得する（Ｓ２０４）。未取得の個別スケジュール情報がな
ければ（Ｓ２０３でＮｏ）、プレゼンテーションのイベント記録を開始しない（Ｓ２０８
）で図５のＳ１００に戻る。
　そして、イベント取得部１０１ａは、取得した個別スケジュール情報に含まれる実施予
定者名とシステム操作者名が一致するか判定する（Ｓ２０５）。
　一致する場合（Ｓ２０５でＹｅｓ）、その時点での日時が個別スケジュール情報におけ
る開始予定日時と終了予定日時の間であるか判定し、そうであれば（Ｓ２０６でＹｅｓ）
、プレゼンテーションのイベントを記録開始する（Ｓ２０７）。
【００１７】
　イベント取得部１０１ａは、取得した個別スケジュール情報に含まれる実施予定者名と
システム操作者名が一致しない場合（Ｓ２０５でＮｏ）、日時が個別スケジュール情報に
おける開始予定日時と終了予定日時の間に無い場合は（Ｓ２０６でＮｏ）、イベントの記
録を開始せず（Ｓ２０８）、Ｓ２０３に戻って未取得の個別スケジュールがあるかを調べ
る。
　このように、イベント記録ソフトウェアに、システム操作者名を取得する機能と、その
時点での日時を取得する機能を持たせ、サーバ２に格納したスケジュール情報に含まれる
個別のスケジュールに対してシステム操作者名とその時点での日時を比較することで、プ
レゼンテーションのイベントを記録開始するか否かをスケジュールに沿って適切かつ自動
的に判定できる。
　なお、プレゼンテーションが終了すると、データ転送部１０１ｇは、記録したイベント
及びシステム操作者名をサーバに送信する。
【００１８】
［映像記録ソフトウェアにおける処理］
　映像記録ソフトウェアは、スケジュール情報データベースに記録されるスケジュール情
報に基づいて自動的に映像・音声を記録する機能、その時点での日時を取得する機能を持
ち、スケジュール情報に含まれる個別のスケジュールに対して、その時点での日時を比較
することでスケジュール情報に基づいて自動的に映像・音声を記録する。
　図８は、映像記録ソフトウェアの構成を示す図である。
　図８に示すように、映像記録ソフトウェア２００は、ビデオカメラ４を制御してプレゼ
ンテーションの映像、音声を記録させる映像記録制御部２００ａ、システム操作者名取得
部２００ｂ、日時取得部２００ｃ、スケジュール情報取得部２００ｄから構成される。
　図９は、かかる映像記録ソフトウェアにおける処理の流れを説明するフローチャートで
ある。
　まず、日時取得部２００ｃによりその時点での日時を取得する（Ｓ３０１）。
　次に、スケジュール情報取得部２００ｄによってスケジュール情報データベース２０３
で管理されるプレゼンテーションのスケジュール情報を取得する。
　まず、未取得の個別スケジュールがある場合（Ｓ３０２でＹｅｓ）、スケジュール情報
から個別スケジュールを一つずつ取得し（Ｓ３０３）、取得したスケジュール情報に含ま
れる記録状態が「映像記録前」のものであり（Ｓ３０４でＹｅｓ）、Ｓ３００で取得した
その時点での日時が開始予定日時以降であれば（Ｓ３０５でＹｅｓ）、映像記録制御部２
００ａは、ビデオカメラ４に映像・音声の記録を開始する（Ｓ３０６）。
【００１９】
　また、プレゼンテーションの記録状態が「映像記録前」でなくプレゼンテーションの記
録状態が映像記録中（Ｓ３０７でＹｅｓ）のものについて、その時点での日時が終了予定
日時以降であれば（Ｓ３０８でＹｅｓ）、映像・音声の記録を終了する（Ｓ３０９）。ま
た、プレゼンテーションの記録状態が映像記録後のもの（Ｓ３０７でＮｏ）については、
処理を行なわない。
　そして、取得した個別スケジュールについて処理が終了すると（Ｓ３１０）、Ｓ３０２
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に戻り、未取得の個別スケジュールがあるかをさらに判断し、なければ処理を終了する。
　以上のように、スケジュール情報に含まれる開始・終了日時と、その時点での日時を取
得・比較するようにしたので、スケジュール情報に基づいて適切な日時に自動的に映像・
音声を記録することができる。
【００２０】
［イベント・スケジュール関連付けソフトウェアの処理］
　次に、サーバ側では、イベント・スケジュール関連付けソフトウェアによって、プレゼ
ンテーションのスライド資料、映像記録ソフトウェアによって記録した映像・音声をスケ
ジュール情報と関連付ける処理を行う。
　次に、イベント・スケジュール関連付けソフトウェアにおける処理を説明する。
　図１０は、イベント・スケジュール関連付けソフトウェアの構成を示す図である。
　図１０に示すように、イベント・スケジュール関連付けソフトウェア２０２は、実際の
関連付け処理を行うイベント・スケジュール関連付け部２０２ａ、システム操作者名、イ
ベント情報、スライド資料を端末側から取得する処理を行うデータ取得部２０２ｂ、スケ
ジュール管理データベースからスケジュール情報を取得するスケジュール取得部２０２ｃ
から構成されている。
【００２１】
　図１１は、イベント・スケジュール関連付けソフトウェアにおける処理の流れを説明す
るフローチャートである。
　まず、イベント・スケジュール関連づけソフトウェア２０２は、データ取得部２０２ｂ
により、ＰＣ１から送信された操作者名を取得する（Ｓ４０１）。
　さらに、データ取得部２０２ｂにより、ＰＣ１から転送されたイベント情報から、イベ
ントが記録された日時を取得する（Ｓ４０２）。
　次に、スケジュール取得部２０２ｃにより、サーバ２のスケジュール情報データベース
２０３に格納されている個別スケジュールを一つずつ取得する。
　未取得の個別スケジュールがある場合は（Ｓ４０３でＹｅｓ）、スケジュール情報から
未取得の個別スケジュールを取得する（Ｓ４０４）。未取得の個別スケジュールがなけれ
ば、処理を終了する。
　そして、取得した個別スケジュール情報に含まれる実施予定者名と、ＰＣ１から送信さ
れたシステム操作者名とが一致するか判定する（Ｓ４０５）。
　一致する場合（Ｓ４０５でＹｅｓ）、ＰＣ１から取得したイベントの記録日時が、個別
スケジュール情報における開始予定日時と終了予定日時の間であるか判定し、そうであれ
ば（Ｓ４０６でＹｅｓ）、イベント・スケジュール関連付け部は２０２は、ＰＣ１のデー
タ転送部１０１ｇに対して、プレゼンテーションに用いたスライド資料を転送するように
要求し、ＰＣ１からスライド資料が転送されると、プレゼンテーションのスケジュールと
関連づける（Ｓ４０７）。
【００２２】
　取得した個別スケジュール情報に含まれる実施予定者名とシステム操作者名が一致しな
い場合（Ｓ４０５でＮｏ）、日時が個別スケジュール情報における開始予定日時と終了予
定日時の間に無い場合は（Ｓ４０６でＮｏ）、Ｓ４０３に戻って未取得の個別スケジュー
ルがあるかを調べる。
　このようにすることで、イベント・スケジュール関連付けソフトウェア２０２は、プレ
ゼンテーション実施中のイベント及びスライド資料、映像・音声をプレゼンテーションの
スケジュールと関連づけることができる。
　また、これらの関連付けを行うことで、サーバ上に記憶されたスケジュール情報から、
プレゼンテーションの際の映像・音声、スライド資料、イベント情報を取得することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】プレゼンテーション記録システムを構成するハードウェア構成を示す概略図。
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【図２】ＰＣの機能構成を示すブロック図。
【図３】サーバの機能構成を示す図。
【図４】イベント記録ソフトウェアの構成を示す図。
【図５】イベント記録ソフトウェアにおける処理の流れを示すフローチャート。
【図６】操作者にプレゼンテーションのイベントを記録開始するか否かを選択させるダイ
アログを示す図。
【図７】イベントを記録開始することを自動的に判定する際のイベント記録ソフトウェア
における処理の流れを示すフローチャート。
【図８】映像記録ソフトウェアの構成を示す図。
【図９】映像記録ソフトウェアにおける処理の流れを説明するフローチャート。
【図１０】イベント・スケジュール関連付けソフトウェアの構成を示す図。
【図１１】イベント・スケジュール関連付けソフトウェアにおける処理の流れを説明する
フローチャート。
【符号の説明】
【００２４】
　１　ノートＰＣ、２　サーバ、３　プロジェクタ、１０　ＣＰＵ、１１　表示装置、１
２　マウス、１３　キーボード、１４　外部機器インターフェイス、１５　ネットワーク
インターフェイス、１６　ハードディスク、２０　ＣＰＵ、２１　外部機器インターフェ
イス、２２　ネットワークインターフェイス、２３　ハードディスク、１００　イベント
記録ソフトウェア、１００　プレゼンテーションソフトウェア、１０１　イベント記録ソ
フトウェア、１０１ａ　イベント記録部、１０１ｂ　プレゼンテーションソフトウェア監
視部、１０１ｃ　外部表示装置接続監視部、１０１ｄ　システム操作者名取得部、１０１
ｅ　日時取得部、１０１ｆ　スケジュール取得部、１０１ｇ　データ転送部、１０２　イ
ベント情報データベース、２００　映像記録ソフトウェア、２００ａ　映像記録制御部、
２００ｂ　システム操作者名取得部、２００ｃ　日時取得部、２００ｄ　スケジュール情
報取得部、２０１　スケジュール管理ソフトウェア、２０２ａ　イベント・スケジュール
関連付け部、２０２ｂ、データ取得部、２０２ｄ　スケジュール取得部、２０３　スケジ
ュール情報データベース
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